
集団生活の中では、「もっともっとお外で遊んでいたいのに、お部屋に 

戻るなんて嫌だ！」「このおもちゃをずっと使っていたいのにお友達に貸すの 

なんて嫌だ！」など、自分の思い通りにはならない様々な場面があります。 

その気持ちを訴える時に激しく怒ったり泣いたり⋯ということもしばしばあります。 

これは、小さな子どもはまだ自分の気持ちがうまくつかめなかったり（例えば悔しい 

のか、悲しいのか、つらいのか、困っているのか…いったい何なのこの気持ち!?の状態）、   

言葉で的確に、また即座に伝えることが難しいためなのです。 

そんな時、保育者は子どもの言動を受け止めながら、一緒に気持ちの理解と場面理解に努め

ます。子どもの理解にあわせた言葉や話し方を選んだり、何がどうなっていたのか実際にやっ

てみせたり、ジェスチャーや手がかりになるものを見せて示したり、と本人の理解につなげて 

あげることが、この上なく重要な大人の役割なのです。 

大人の努力が実って子どもに伝われば、ちゃんと子どもはよい行動へと切り替えてくれます。

とはいっても、しっかり伝わったことで現実に直面してしまうので「でも、嫌だ〜」と一層 

泣いたり怒ったりが強まることもあります。これこそが成長のための貴重な葛藤。傷ついたり、 

絶望の思いで泣いているのではなく、切り替え、折り合うことの必要性を受け止めて精一杯 

気持ちを戦わせているからこその、がんばりの現れです。この葛藤を見守られ、励まされ、 

乗り越える。この経験をするために、集団生活があるといっても過言ではありません。 

私たち大人の大切な務めは、「ちゃんと伝えること。」伝われば子どもたちは期待に応えて 

がんばってくれます。伝え方って…難しいな、そんな時もぜひご相談にいらしてください。  

お子さんにぴったりの方法をぜひ一緒に考えてみましょう。 

キンダーカウンセラー 矢本洋子・原口喜充 

 

 

子育てなんでも相談だより７月 
伝わるように伝える大切さ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

子育てなんでも相談申込票（ご家庭控） 

7／  ２（水） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

７／15（火） 13時～（ ） 14時～（ ） 15時～（ ） 16時～（ ） 17時～（ ） 

７／18（金） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

7／ 22（火） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

7／ 26（土） 9時～（ ） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ）  

●希望時間を〇で囲み、複数ある場合は、時間横の（ ）内に希望順に番号を記入してください。 

 ★担当 矢本：２，15、22、26  原口：18  

・・・・・・・・・・・・・・・・きりとり・・・・・・・・・・・・・・・・ 

子育てなんでも相談申込票（提出用） 

7／  ２（水） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

７／15（火） 13時～（ ） 14時～（ ） 15時～（ ） 16時～（ ） 17時～（ ） 

７／18（金） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

7／ 22（火） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ） 13時～（ ） 14時～（ ） 

7／ 26（土） 9時～（ ） 10時～（ ） 11時～（ ） 12時～（ ）  

組名（         ） 子ども氏名（                  ） 


